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1/2 号機共用排気筒解体時の周辺環境への影響を評価するため、120m ある排気筒の筒身外部と内部のγ線

の線量及びスペクトルを遠隔操作で測定した。これらの測定結果を踏まえ、筒身の汚染の程度は低く、敷地

境界の線量や空気中放射性物質濃度への影響は十分小さいことを評価した。 
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1. 緒言 

1/2 号機共用排気筒には、損傷・破断箇所があることを踏まえ、リスクを低減する観点から、上部（Ground 

Level(以下 GL) 120m〜60m）を解体し耐震上の裕度を確保する計画である。筒身に付着している放射性物質

が解体時に飛散することを想定し、排気筒解体に伴う周辺環境への影響を評価した。 

2. 測定方法 

図 1 に示すように、測定装置の下端に個人線量計と CZT 半 

導体検出器を設置し、クレーンで吊って筒身外部と内部の 

γ線の線量及びスペクトルを 3ｍごとに(GL120m～GL60m)

遠隔操作で測定した。次に、筒身内部の線量から遮蔽計算コ

ード(MCNP)を用いて、筒身内部の表面汚染密度を評価し、

敷地境界の線量や空気中放射性物質濃度を算出した。 

3．測定結果 

γ線スペクトルの測定結果（図 2）は、散乱線領域のピー 

クと Cs-134.137 のピークが検出されたが、Cs-134.137 のピ

ークは小さく、散乱線領域の影響が大きいことが分かった。

線量(図 3)は筒身外部の方が高く、下方に行くほど高い傾向

だった。 

4. 結論 

γ線の線量及びスペクトル測定の結果、筒身内外の線量

は、１号機原子炉建屋オペフロからの散乱線の寄与が高く、

筒身の汚染の程度は低いことを確認した。今回の測定結果

に基づき、排気筒解体に伴う放射性物質の飛散による周辺

環境への影響を評価したところ、敷地境界線量<1ｍSv/年、

敷地境界空気中放射性物質濃度<1.0×10-5Bq/cm3（MP 近傍

ダストモニタ警報設定値）を大きく下回ることを確認した。 
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図 2 ガンマ線スペクトル測定結果 

図 1 測定装置及び測定位置 

図 3 筒身内・外部 線量測定結果 
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